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第1章

序説
STK520基板はAtmel社からのSTK500開発基板にAT90PWM系列支援を追加するために設
計されたｱﾀﾞﾌﾟﾀ部です。

STK520はAT90PWMの新機能の完全な使用を許すﾊｰﾄﾞｳｪｱとｺﾈｸﾀを含み、一方0挿入力
(ZIF)ｿｹｯﾄが試作に対するSO24とSO32の容易な使用を許します。

この使用者の手引きは上級者用の完全な技術的参考だけでなく、一般的な開始時の案内役
でもあります。

この手引きでの語AVRは対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ(AT90PWM2, AT90PWM3, ...)への参照に使われること
に注意してください。

1.1 特徴 ■　STK520は好評のSTK500ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ系統の新しい一員です。

■　AT90PWM2xxとAT90PWM3xxを支援

■　DALIﾊｰﾄﾞｳｪｱ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

■　AVR Studio® による支援

■　SO24とSO32外囲器用の0挿入力(ZIF)ｿｹｯﾄ

■　高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

■　実装書き込み(ISP)直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

■　ﾃﾞﾊﾞｲｽから切断可能なDALI周辺回路

■　JTAGICE mkⅡｴﾐｭﾚｰﾀ使用の内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ機能用6ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀ

■　応用実演用の可変抵抗器

■　基板のｼﾙｸ印刷での全ｽｨｯﾁとｼﾞｬﾝﾊﾟへの素早い参照

図1-1. STK500用STK520ｱﾀﾞﾌﾟﾀ
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第2章

STK520ｱﾀﾞﾌﾟﾀの使用

2.1 STK500ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ
 へのSTK520接続

STK500の拡張ﾍｯﾀﾞ0と1にSTK520を接続してください。図2-1.で示されるように本ｱﾀﾞﾌﾟﾀが正
しい向きで接続されることが重要です。STK520上に書かれたEXPAND0がSTK500基板上の
拡張ﾍｯﾀﾞに対して書かれたEXPAND0と一致すべきです。

図2-1. STK500基板へのSTK520接続

注: 誤った向きでのSTK520接続は基板を損傷するかもしれません。
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STK520の使用

2.1.1 STK520での
 AT90PWM3xxx配置

STK520はSO32外囲器用ZIFｿｹｯﾄを含みます。従ってﾃﾞﾊﾞｲｽが正しい向きで装着されることに
注意を祓ってください。図2-2.はZIFｿｹｯﾄに対する1番ﾋﾟﾝ位置を示します。

図2-2. ZIFｿｹｯﾄの1番ﾋﾟﾝ

1番ﾋﾟﾝ

警告: STK520基板上にAT90PWM2xxが装着されているのと同時に、若しくはAVRがSTK500
基板上に装着されているのと同時に、STK520上にAT90PWM3xxを装着しないでくださ
い。どのﾃﾞﾊﾞｲｽも期待するように動作しないでしょう。

2.1.2 STK520での
 AT90PWM2xx配置

STK520はSO24外囲器用ZIFｿｹｯﾄを含みます。従ってﾃﾞﾊﾞｲｽが正しい向きで装着されることに
注意を祓ってください。図2-3.はZIFｿｹｯﾄに対する1番ﾋﾟﾝ位置を示します。

図2-3. ZIFｿｹｯﾄの1番ﾋﾟﾝ

1番ﾋﾟﾝ

警告: STK520基板上にAT90PWM3xxが装着されているのと同時に、若しくはAVRがSTK500
基板上に装着されているのと同時に、STK520上にAT90PWM2xxを装着しないでくださ
い。どのﾃﾞﾊﾞｲｽも期待するように動作しないでしょう。
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STK520の使用

2.2 AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ AVR(AT90PWM2, AT90PWM3,...)はISP(実装書き込み)または高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使っ
てﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。本節はこれら2つの動作を首尾よく使うためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 
ｹｰﾌﾞﾙの接続方法を説明します。AVR Studio STK500ｿﾌﾄｳｪｱは他のAVRﾃﾞﾊﾞｲｽに対してと
同じ方法で使われます。

注: AT9PWM2xx/3xxは自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞも支援します。この項のより多くの情報についてはAV 
R109応用記述をご覧ください。

2.2.1 実装書き込み(ISP) 図2-4. 実装書き込み(ISP)

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を使ってAT90PWM2xx/3xxをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには、図2-4.で示されるよう
にSTK500基板上のISP6PINｺﾈｸﾀとSTK520基板上のISPｺﾈｸﾀ間を6芯ｹｰﾌﾞﾙで接続してくだ
さい。ﾃﾞﾊﾞｲｽはAVR Studio STK500ｿﾌﾄｳｪｱで(低電圧)直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞすることができます。

注: ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに対するSTK500前処理ｿﾌﾄｳｪｱ使用法の情報についてはSTK500使用者
の手引きをご覧ください。
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STK520の使用

2.2.2 高電圧並列
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

図2-5. 高電圧(並列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

高電圧(並列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を使ってAVRをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには、図2-5.で示されるようにST 
K500上でPROGCTRLをPORTDへと、PROGDATAをPORTBへ接続してください。

STK500使用者の手引き(ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定)で記述されるように、ATmegaﾃﾞﾊﾞｲｽを高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ
ｸﾞするためのBSEL2ｼﾞｬﾝﾊﾟを装着してください。

今やﾃﾞﾊﾞｲｽはAVR Studio STK500ｿﾌﾄｳｪｱで高電圧(並列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞす
ることができます。

注: 高電圧(並列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞでのSTK500前処理ｿﾌﾄｳｪｱ使用法の情報についてはSTK500 使
用者の手引きをご覧ください。

注: 正しい機能での高電圧(並列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのため、対象電圧は4.5Vよりも高くなければなり
ません。
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STK520の使用

2.3 JTAGICE mkⅡ
 ｺﾈｸﾀ

以下の資料をご覧ください。

「JTAGICE mkⅡ即時開始の手引き」の目的は「AVR JTAGICE mkⅡとの目的基板への接続」
です。

この記述はISPに対してどの信号が必要とされるかと、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREに対してどの信号が必要と
されるかを説明します。

図2-6.はSTK520基板でのJTAGICE mkⅡﾌﾟﾛｰﾌﾞ接続方法を示します。

表2-1. STK520 ISPｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配置

赤黒 MOSISCK 43

ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ色 対象ﾋﾟﾝ名STK520 ISPｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ番号対象ﾋﾟﾝ名 ﾊﾞﾗ線ｹｰﾌﾞﾙ色

灰 MISO 21 VTG 紫

RESET緑 茶65 GND

図2-6. STK520へのJTAGICE mkⅡ接続

ISPｺﾈｸﾀはAT90PWM2xx/3xx組み込みﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに対して使われます。このｺ
ﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配置は表2-1.で示され、Atmelから利用可能なJTAGICE mkⅡのﾋﾟﾝ配置に適合しま
す。JTAGICE mkⅡの本ｺﾈｸﾀへの接続はAT90PWM2xx/3xxの内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ機能を許します。

JTAGICE mkⅡと内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ機能についてのより多くの情報は、Atmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄ www.atme 
l.com で利用可能なAVR JTAGICE mkⅡ使用者の手引きで得られます。

図2-7. JTAGｺﾈｸﾀ

http://www.atmel.com
http://www.atmel.com
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STK520の使用

2.4 STK520のｼﾞｬﾝﾊﾟ、
 LED、検査点

表2-2. STK520 ｼﾞｬﾝﾊﾟ

ｼﾞｬﾝﾊﾟ名 内容機能名

JP1 XT1 STK500のXT1回路をAVRのPE1へ接続。

JP2 STK500のXT2回路をAVRのPE2へ接続。XT2

RESETJP3 STK500のRESET回路をAVRのPE0へ接続。

RXJP4 DALIのRxDをAVRのRxD入力へ接続。

TXJP5 DALIのTxDをAVRのTxD出力へ接続。

VTGJP6 VCCとAVCC電流測定に有用。

ANA REFJP7 STK500のAREF回路をAVRのAREFへ接続。

D2AJP8 独立D2A出力。

AMP0+JP9 独立AMP0+入力。

AMP0-JP10 独立AMP0-入力。

AMP1+JP11 独立AMP1+入力。

独立AMP1-入力。AMP1-JP12

ｱﾅﾛｸﾞ基準電圧からの可変抵抗器給電。JP13

可変抵抗器出力をADC0入力へ接続。JP14

表2-3. STK520 LED

LED名 内容機能名

D3 RX DALIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽによるRXﾃﾞｰﾀ検出。

D4 DALIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽへ送信されたTXﾃﾞｰﾀ。TX

表2-4. STK520 検査点

検査点名 内容機能名

T1 GND STK520基板の電気的GND。

T2 STK520基板の電気的GND。GND

AREFT3 AVRのAREFﾋﾟﾝ。

D2AT4 AVRのD2A出力。

DALIT5 整流されたDALI信号線。

TxT6 DALIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽへ送られるTXﾃﾞｰﾀ。

RxT7 DALIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽによって検出されるRXﾃﾞｰﾀ。
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STK520の使用

2.5 DALIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ STK520は非絶縁のDALIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを含みます。DALIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはAVRのRxDとTxDﾋﾟﾝ ﾚ
ﾍﾞﾙをDALI互換の電気的ﾚﾍﾞﾙに変換します。RxDとTxDの2つの信号線を1つのDALI信号線
へ仲介するため、これは二重化器として動作します。

DALIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使うにはTxDとRxDｼﾞｬﾝﾊﾟを装着する必要があります。これらのｼﾞｬﾝﾊﾟが取
り去られていると、AVRはこのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽよって影響されません。AVRのTxDとRxDﾋﾟﾝはSTK5 
00のPD3とPD4ｺﾈｸﾀでも利用できます。

ﾌﾞﾘｯｼﾞ ﾀﾞｲｵｰﾄﾞのため、DALIｺﾈｸﾀには極性がありません。

図2-8. DALI

JP5

JP4

TxD

AVR

RxD

PD3

PD4

TXのLEDと検査点

RXのLEDと検査点

DALI送信緩衝器

DALI受信緩衝器

ﾌﾞﾘｯｼﾞ
ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ

J3
DALI信号線

図2-9. DALIｺﾈｸﾀ

2.6 可変抵抗器 STK520は可変抵抗器を含みます。この可変抵抗器を使うにはJP13とJP14ｼﾞｬﾝﾊﾟを装着して
ください。

この可変抵抗器はAREFによって供給され、AVRのADC0入力へ配給します。

図2-10. 可変抵抗器

2.6.0.1 XTｼﾞｬﾝﾊﾟ JP1(XT1)ｼﾞｬﾝﾊﾟは基板配線によって短絡されているので常時ONです。故にｼﾞｬﾝﾊﾟが装着さ
れていません。このｼﾞｬﾝﾊﾟを開放にするにはJP1のﾋﾟﾝ間を(半田面で)切る必要があります。

STK500基板上のXTAL1ｼﾞｬﾝﾊﾟを取り去ることによってSTK500基板から来るXTAL1回路を開
放にできます。

2.6.0.2 RESETｼﾞｬﾝﾊﾟ JP3(RESET)ｼﾞｬﾝﾊﾟは基板配線によって短絡されているので常時ONです。故にｼﾞｬﾝﾊﾟが装
着されていません。このｼﾞｬﾝﾊﾟを開放にするにはJP3のﾋﾟﾝ間を(半田面で)切る必要がありま
す。

STK500基板上のRESETｼﾞｬﾝﾊﾟを取り去ることによってSKT500基板から来るRESET回路を開
放にできます。
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第3章

障害対策の指針
表3-1. 障害対策の指針

問題 対処原因

ISPｹｰﾌﾞﾙ未接続 図2-4.に従ってISPｹｰﾌﾞﾙを接続してください。

直列
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
が動かない

STK500の目的電圧誤り

直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ電圧制限についてAT90PWM 
2xx/3xxﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。それに
応じてSTK500基板の目的電圧を調整してくだ
さい。

RSTDISBLﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ(0)

RSTDISBLﾋｭｰｽﾞを非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)にするには高
電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってください。

ｹｰﾌﾞﾙが正しく接続され
ていない

正しい高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ設定については
図2-5.を参照してください。

高電圧並列
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
動かない STK500の目的電圧誤り

直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ電圧制限についてAT90PWM 
2xx/3xxﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。それに
応じてSTK500基板の目的電圧を調整してくだ
さい。

ISPｹｰﾌﾞﾙ未接続 図2-7.に従ってISPｹｰﾌﾞﾙを接続してください。

STK500のRESETと衝突 STK500基板のRESETｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外してくだ
さい。

ｴﾐｭﾚｰﾀが
動かない DWENﾋｭｰｽﾞが非ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑ(1)
高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使い、DWENﾋｭｰｽﾞを
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)に設定してください。

RSTDISBLﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ(0)

RSTDISBLﾋｭｰｽﾞを非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)にするには高
電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってください。
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第4章

技術的仕様
■ 装置形状

 ・ 物理外形 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  56×119×27 mm
 ・ 重量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  70 g

■ 動作条件

 ・ 供給電圧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1.8～5.5 V
 ・ 動作温度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  0～50 ℃

■ DALIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

 ・ DALI最大電圧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  25 V
 ・ DALI最大入力電流 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  500 mA
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第5章

技術支援

技術的な問い合わせは avr@atmel.com にお願い致します。問い合わせに際しては次に示す
情報も併せてご連絡ください。

■ 目的AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ名 (完全な部品番号)

■ 目的電圧とｸﾛｯｸ速度

■ AVRのｸﾛｯｸ種別とﾋｭｰｽﾞ設定

■ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(書き込み)方法 (ISPまたは高電圧)

■ AVRﾂｰﾙのﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂番号 (基板上に記載)

■ AVR Studioの版 (版番号はAVR StudioのﾒﾆｭｰからHelp⇒Aboutで表示)

■ ﾊﾟｿｺﾝのOS名と版、構築番号

■ ﾊﾟｿｺﾝのﾌﾟﾛｾｯｻ型式とｸﾛｯｸ速度

■ 問題点の詳細説明

mailto:avr@atmel.com
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第6章

全回路図

以下にSTK520改訂Aの実装図と全回路図が示されます。

図6-1. 実装図
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図6-3. 回路図 (2/2)
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